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　ベトナム戦争末期の 1972 年 12 月 26 日の夜、米軍はベトナム民主共和国（いわゆる北ベト
ナム）の首都ハノイの密集住宅街であったカムティエン通りをＢ 52 により絨毯爆撃した。こ

























名前 性別 生年 被災時の職業 被害状況（家屋と家族） 備考





② スエン 男 1931 年 労働者 自宅全壊。 自衛民兵
③ ミン 男 1957 年 無職
自宅全壊。
両親の２人死亡。
④ トア 女 1947 年 労働者 （被災時は他所に住む） 自衛民兵
⑤ ホン 男 1925 年 労働者
自宅全壊。本人は生き埋めに
なり負傷する。
⑥ ロイ 女 1931 年 労働者 自宅全壊。夫が死亡。
⑦ ヴオン 男 1937 年 大学教員
自宅全壊。本人は生き埋めに
なり、救出される
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⑬ キム 男 1945 年 労働者 自宅は全壊。





















トナムではこれを「破壊戦争（chiê´n tranh phá hoa
・
i）」と呼んでいる（第一次が 1965 年 2 月
7 日～ 1968 年 11 月 1 日。第二次が 1972 年 4 月 6 日～ 1973 年 1 月 15 日）。1964 年 8 月のト
ンキン湾事件後、アメリカは北ベトナムへの挑発行為をエスカレートさせ、1965 年 2 月 7 日、
中部高原のプレイクー米軍基地攻撃への報復として北爆を開始し、ベンハイ川北側のヴィンリ












空師団の第 361 師団（1961 年５月 19 日設立）を中心に抵抗した 2）。テト攻勢（1968 年１・２
月）後の 1968 年３月 31 日以降、和平交渉に向けて、北爆は北緯 20 度線以南に限定されるこ
とになり、さらに同年 11 月１日、ジョンソン米大統領は北爆の全面停止を宣言し、第一次「破
壊戦争」は終結した。
　第二次「破壊戦争」はラインバッカーⅠ作戦（1972 年４月６日～ 10 月 22 日）をもって始まっ
た。和平交渉を有利に進めるため、アメリカが北ベトナム政府に圧力をかけようと行なった作
戦であった。ハノイへの爆撃は４月 16 日からであった 3）。北ベトナムの二大都市であるハノ




50 万㎡の家屋を破壊し、3000 人近くを死傷させた。一方、米軍側は 30 機の米軍機が撃墜され
（そのうちＢ 52 が 23 機）、多くのパイロットが生け捕りにされた［Phúc 2005：453］。米軍
側の北爆のシンボル的存在であったＢ 52 は、1965 年６月 18 日に初めてベトナム戦争に登場
し、南ベトナムのサイゴン西北にあるベンカット地方を爆撃し、1968 年４月 11 日にはクアン
ビン省において初めて北爆を行なった。ラインバッカーⅡ作戦の 12 日間で B52 は下表のよう
に 663 次出撃している［Quân Chuゝng Phòng Không 2012：481］。
表２．Ｂ 52 の出撃回数
日 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
回数 90 87 93 24 24 33 33 ０ 105 54 60 60
これからも「空のディエンビエンフー」12 日間のうち、カムティエン通りを空襲した 26 日が
Ｂ 52 爆撃のピークであったことがわかる。第二次「破壊戦争」では米軍機が５万 4000 次出撃
し（そのうちＢ 52 が 3280 次）、20 万トン以上の爆弾が投下された［Bô
・
 Quô´c Phòng 2004：
233］。1973 年１月 15 日にアメリカは北爆停止を宣言し、同月 27 日にパリ和平協定が調印さ
れた。







’ng niê・m Khâm Thiên）が建てら
れた。また、爆撃によって母親を喪った幼い姉妹を描いた映画「ハノイの少女（Em bé Hà Nê
・
i）」
（1974 年）が制作され、同映画は 1975 年のモスクワ国際映画賞の特別賞を受賞した。1972 年
12 月 26 日夜の爆撃による被害は、カムティエン記念碑の脇にある記念館内の展示資料によれ
ば、次の通りである。死者 287 人（老人 40 人、子ども 56 人、成人女性 94 人、成人男性 97 人）、
負傷者 290 人（老人 26 人、子ども 31 人、成人女性 104 人、成人男性 129 人）で、親を喪った






た（子ども 23 万人、老人３万人、学生４万人、商売人２万人）［Phúc 2005：449］。1972 年
のクリスマス爆撃当時のハノイ市区部の人口は 65 万人で、そのうち 55 万人が疎開していた
［Bô
・












































に 13.5 キロ、19 キロ、21 キロと区別され、肉は幹部が２キロ、労働者は 1.5 キロ以下であった。
布は幹部が５ｍ、人民は４ｍで女性には追加があった。労働者の多くは工場の集合アパートに
住み、独身の場合は４人１部屋だった。スエン（②）の給料は 64 ドンで、食事はトウモロコシ、
キャッサバが多く、ご飯は少なかった。食糧は月に約 13 キロ配給され、そのうち米は 30％の
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みで、あとはイモ、トウモロコシ、キャッサバだった。アン（⑧）の退職時の月給は 70 ドン
余りで、配給は月に食糧が 21 キロ、肉は 1.2 キロ、砂糖は 0.5 キロ、布は１年に５ｍだった。
フン（⑪）によれば、労働組合幹部の専従職員の給料は 63 ドンだった。その時、労働者は肉
の配給が 1.2 キロ（修理士）と 1.8 キロ（技師）だった。労働組合の仕事だと、食糧の配給は









場が完成したのに伴い、ハノイに戻って来た。1959 ～ 60 年に上海で研修を受けた。1966 年に


































































































と MiG-21 戦闘機の勇姿であった。クリスマス爆撃 30 周年の 2002 年に制作された映画「ハノ
イ　12 昼夜（Hà Nô
・
i  12 Ngày Ðêm）」ではミサイル部隊を中心にハノイ防衛防空師団の奮戦
ぶりが描かれている。また、40 周年の 2012 年に発刊された『40 年「ハノイ　－空のディエン













ていた。タインスアン地区に設置してある 100 ミリ高射砲を防衛する 14.5mm 銃の隊に属し、
Ｂ 52 の護送機を攻撃した。ラム（⑫）もトンニャット自転車工場の自衛民兵でタインスアン
地区の 100mm の高射砲陣地に詰めていた（1970 ～ 72 年）。「祖国の為に決死」の覚悟をもって、
軍隊のように 24 時間臨戦態勢をとっていたので、帰宅できるのはごく稀であった。首都司令
部により訓練を受け、一か月で作戦技術を修得した。彼の隊はＦ８を１機撃墜したことがあり、


























































































































ビューした 16 人の対米感情についてもその例外ではない。当初強かった爆撃への恨みは 40 年
を経て、次第に変化してきている。スアン（①）は言う。アメリカ人が友好親善のために訪越
しても私の恨みは強かった。しかし強かった恨みも時の経過とともに鎮まり、米越関係に配慮




































































１）  朝日新聞 2011 年２月 10 日夕刊「消えない傷痕　重慶爆撃 70 年（４）」
２）  この時期の北爆の様子を描いたルポルタージュとして［本多 1969］がある。
３）  ラインバッカーⅠ作戦の時期の北爆の様子は［本多 1973］を参照。ただし、本書ではクリスマス爆撃
についてはほとんど触れられていない。
４） 「青年突進隊」と「青年突撃隊（đội thanh niên xung phong）」は異なる。トア（④）によれば、「青年突撃隊」
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Memories of the Christmas Bombing in 1972
- Interviews with victims on Kham Thien Street in Ha Noi, Vietnam– 
IMAI Akio
 Towards the end of the Vietnam War, B-25 bombers of the US military started bombing 
Kham Thien Steet in Ha Noi, Vietnam at 22:45 on 26 December 1972, killing or wounding 577 
civilians (287 people killed and 290 people injured) and totally or partially destroying 534 and 
1,200 houses respectively. The present paper is a summary of interviews with 16 victims of this 
Christmas Bombing conducted in December 2010. 
 Of the 16 interviewees, five experienced the bombing firsthand and three among 
them were buried alive and rescued afterwards. The houses of 13 interviewees were completely 
destroyed, while the houses of the remaining three had their roofs blown off. In addition, three 
interviewees have not found the bodies of their parents. The victims vividly recall the catastrophic 
consequences of the carpet bombing, although the event took place about 40 years ago. They lost 
their houses and families, and have gone through hardships, including rebuilding their homes. 
According to the interviewees, the Vietnamese government has provided little support, and the 
reconstruction process has been mainly supported by the families, the communities as well as the 
victims themselves.
 The victims are still furious about the US bombing targeted at the Kham Thien 
residential district, which was not a military target by definition. They are therefore asking 
the US government for compensation; more precisely, they call on Washington to provide 
compensation directly for the families affected, rather than via the Vietnamese government. And 
yet their resentment against the United States has been gradually fading away. That is why they 
are supportive of good relations between Vietnam and the United States.
 The “memories of the bombing” of the victims of Kham Thien Street partially represent 
the voice of ordinary Vietnamese people affected by the Vietnam War, which has not been fully 
reflected upon. This shows the possibility of reconciliation, while the feelings of resentment and 
animosity against the United States still exist, and that memories of war can be “destatized.”
